
（上） 超解像度観察で、神経成長に関わるアクチン（赤）
と小胞（緑）を見たもので、明確な識別が可能

（下） 通常の顕微鏡で同じ観察をしたもので、構造が
ぼやけてしまう
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アピールポイント つながりたい分野（産業界、自治体等）

・既に製薬企業1社と超解像顕微鏡を用いた共
同研究を行っているが、超解像イメージングに
興味のある企業と連携したいです。

超解像度観察は顕微鏡さえあればできるもの
ではなく、その観察技術に習熟することが必要
であり、当教室ではその技術を有しています。

神経生化学研究室 https://www.med.niigata-u.ac.jp/bc2/index.html
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（目的）神経細胞は発達期に突起を伸ばし、運動
性に富んだ先端部分である成長円錐が、標的まで
化学的な分子認識を行い、移動して標的を認識す
ると脳の機能的構成単位であるシナプスを形成し
ます。成長円錐は神経再生の際にも形成が必須で
あるが、そのメカニズムは分かっていない点が多
く、神経再生の研究に障害となっています。成長
円錐は小さいので、その中に分子もぎっしりと詰
まっているため、通常の顕微鏡では分子の動きを
正確に捉えられません。そこで特殊に識別能の高
い超解像度顕微鏡で観察を行いました。

（概要）超解像度顕微鏡では200nmの光学顕微
鏡の2点識別能を超えた、接近した範囲を解析で
きました。その結果、新しい成長円錐内の分子の
動きを複数見出すことができ、分子の運動と神経
の成長の関連性を解析できました。

（期待される効果）超解像度顕微鏡を使いこなし
た研究はまだまだ少なく、小さいものを見ること
だけに使っていますが、密な分布をするもの、3
次元的に可視化して動的な解析を行うもの、など
多様な応用ができ、生物材料の微細可視化ができ
ます。
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